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(

英
語
版)

 

(
ア
ラ
ビ
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語
版)

 

 (

目
次)

 

 

見
果
て
ぬ
平
和 

―
 

中
東
の
戦
後
７
５
年
（
八
十
六
） 

 

第
三
章 

ア
ラ
ー
の
恵
み
ー
石
油
ブ
ー
ム
の
到
来
（
二
十
二
） 

 

八
十
六 

第
一
次
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク 

ー 

石
油
を
武
器
に
！ 

(

三―

三)
 

  
戦
況
の
推
移
を
注
視
し
て
い
た
フ
ァ
イ
サ
ル
・
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
国
王
の
下
知
を
受
け
て
ヤ
マ
ニ
石
油

相
が
動
い
た
。
十
月
八
日
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
は
欧
米
石
油
会
社
に
テ
ヘ
ラ
ン
協
定
の
改
訂
を
申
し
入
れ
、
そ
れ
が

拒
否
さ
れ
る
と
十
六
日
に
は
Ｇ
Ｃ
Ｃ
六
か
国
は
テ
ヘ
ラ
ン
協
定
を
破
棄
し
、
原
油
価
格
を
一
方
的
に
七
十
％

引
き
上
げ
る
と
宣
言
し
た
（
ク
ウ
ェ
イ
ト
宣
言
）
。
産
油
国
が
価
格
の
決
定
権
を
欧
米
の
石
油
企
業
か
ら
奪

い
取
っ
た
瞬
間
で
あ
る
。
こ
れ
以
降
価
格
の
支
配
権
は
産
油
国
の
手
に
移
り
、
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
世
界
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
覇
者
と
な
る
。 

  

産
油
国
の
猛
威
は
さ
ら
に
続
く
。
十
七
日
に
は
Ｏ
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ(

ア
ラ
ブ
石
油
輸
出
国
機
構)

が
米
国
お
よ

び
イ
ス
ラ
エ
ル
の
支
持
国
に
対
し
て
石
油
の
供
給
を
毎
月
五
％
ず
つ
段
階
的
に
削
減
す
る
と
世
界
に
通
告

し
た
。
石
油
戦
略
の
発
動
で
あ
る
。
世
界
中
の
国
々
は
ア
ラ
ブ
産
油
国
の
予
想
も
し
な
か
っ
た
行
動
に
右
往

左
往
し
た
。
中
で
も
石
油
を
す
べ
て
輸
入
に
頼
り
、
し
か
も
そ
の
大
半
を
ア
ラ
ブ
産
油
国
に
依
存
す
る
日
本

の
衝
撃
は
大
き
か
っ
た
。 

 

 

そ
の
間
、
戦
争
は
イ
ス
ラ
エ
ル
優
位
に
傾
き
つ
つ
あ
っ
た
。
サ
ダ
ト
の
懸
念
が
現
実
に
な
り
、
彼
は
「
時
の
氏
神
」
が
出
て
く
る
こ
と

を
期
待
し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
二
十
二
日
に
国
連
で
停
戦
決
議
が
採
択
さ
れ
、
二
十
五
日
に
停
戦
監
視
の
国
連
軍
が
編
成
さ

http://ocininitiative.maeda1.jp/086PeaceOnHorizenChapter3-23English.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/086PeaceOnHorizenChapter3-23Arabic.pdf
http://ocininitiative.maeda1.jp/MEHistoryJapaneseRev.html
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れ
る
に
及
ん
で
第
四
次
中
東
戦
争
は
よ
う
や
く
終
結
し
た
。 

  
産
油
国
の
石
油
戦
略
は
そ
の
後
も
し
ば
ら
く
続
い
た
。
い
わ
ゆ
る
「
オ
イ
ル
・
シ
ョ
ッ
ク
」
で
あ
る
。
日
本
で
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
棚
か
ら
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
が
消
え
る
騒
ぎ
が
発
生
し
た
。 

 

(

続
く)
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